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ライドシェア阻止のため共同行動を 
ハイタク８団体が全タク連と意見交換 

 

 ナショナルセンターの

枠を超えてハイタク関係

の主要労組が集まったハ

イタク８団体（注）は６

月29日、全タク連と意見

交換会を行い、ライドシ

ェア阻止のための共同行

動などについて要請、全

タク連側は、リーフレッ

ト作成費用の負担、タク

シー車両への配置などを

行いたいと答えました。 

 ハイタク８団体は５月

から意見交換を何度か行い、ライドシェア問題での共同を話し合ってきました。全

タク連との意見交換につづき、８月５日には東京都内各駅で各労組共同での宣伝に

とりくむことにしています。 

注．ハイタク８団体＝交通労連、ＫＰＵ、自交総連、私鉄総連、全自交労連、全中

労、東京ハイタク中立労組、労供労連 

 

【2017.6.29 全タク連とハイタク８団体の意見交換】 

参加者 全タク連 川鍋会長、川野副会長、武居労務委員長、神谷理事長ら計９人 

    ８ 団 体 交通労連小川副委員長、ＫＰＵ藤野副委員長、自交総連髙城委

員長、私鉄総連池之谷ハイタク協議会議長、全自交労連松永書

記長、全中労小島副議長、東京ハイタク中立労組松浦議長、労

供労連佐々木タクシー部長ら計18人 

要 請 事 項 回 答 要 旨 

 

 

 

 

 （川鍋会長あいさつ）一昨日（６月27日）の全タ

ク連総会で新会長になった。労使が一体となってた

たかう状況になっていることをうれしく思う。いま

のところ外敵（ライドシェア）を封じ込めた感があ 

ハイタク８団体と全タク連の意見交換であいさつする全タク
連川鍋会長＝６月29日、自動車会館 
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 ――ライドシェア反対の

リーフレットの活用につい

て、全タク連で費用分担を

し、車両に配置してほしい 

 

 

 ――過疎地、交通空白地

の高齢者・障害者への対応

について、国に補助金増額

の要望を 

 

 ――リーフ等も使ったハ

イタク関係者による統一行

動の実施について 

るが、嵐の前の静けさともいえる。 

 政治や行政から（業界のライドシェア対抗策に）

期待が寄せられている。初乗距離短縮は菅官房長官

から注目されているという話があった。規制改革推

進会議でとりあげられた“のってこ”の問題は中長

期的に大きな穴となりかねない。行政には（穴にな

らないように道路運送法の）理屈をしっかり考えて

ほしいと言っている。 

 今後、自動運転技術が進展していく。最初に実用

化されるのはアシスト機能で労働者の役に立つもの

だ。問題は、（技術開発を）誰がやるのかだ。二種

免許を持った人が運転できることが重要で、そうし

た未来をタクシー会社抜きでやろうという動きがあ

る。相手を見極めないといけない。全タク連ではト

ヨタと協定を締結する。タクシーのことを理解して

もらっている。タクシー会社はいらないと思ってい

る人たちには気をつけなければならないと思ってい

る。 

 今後、全タク連の活性化対策11項目を中心にタク

シーを進化させていきたい。 

 

 （神谷理事長）以前から、協力すると申し上げて

きた。全タク連で費用を出し、全国20万台のタクシ

ーに配備する。大阪でタクシー協会と組合が共同し

てやったのはいいことだ。大阪方式で全国でやれれ

ばいいと思う。 

 

 （神谷理事長）当然のことと思う。国交省関係だ

けでなく地方創生の方の予算でも措置できることな

ので、とりくんでいきたい。労使でやっていきた

い。 

 

 （武居労務委員長）自民党との兼ね合いもあり、

昨年３・８集会のときは（共催でなく）代表参加と

なった。ライドシェアの問題で労使一体でやるとい

う意識はあるが、統一行動となると、各事業者にも

はからなければいけないので、すぐに答えることは

できない。 

 


